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(百万円未満切捨て)

１．平成24年12月期第２四半期の連結業績（平成24年１月１日～平成24年６月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第２四半期 5,921 25.7 854 244.2 864 242.9 831 416.1
23年12月期第２四半期 4,712 △7.5 248 ― 252 ― 161 ―

(注) 包括利益 24年12月期第２四半期 927百万円(1,118.9％) 23年12月期第２四半期 76百万円( ―％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年12月期第２四半期 29.85 ―
23年12月期第２四半期 5.72 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

24年12月期第２四半期 18,713 14,127 75.4
23年12月期 18,353 13,433 73.2

(参考) 自己資本 24年12月期第２四半期 14,118百万円 23年12月期 13,429百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

24年12月期 ― 5.00

24年12月期(予想) ― 5.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成24年12月期の連結業績予想（平成24年１月１日～平成24年12月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,000 12.7 1,600 85.7 1,610 88.2 1,560 61.7 55.98

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年12月期２Ｑ 29,000,000株 23年12月期 29,000,000株

② 期末自己株式数 24年12月期２Ｑ 1,379,770株 23年12月期 1,075,595株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期２Ｑ 27,868,105株 23年12月期２Ｑ 28,195,198株

発行済株式数に関する注記

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（事業環境） 

 当第２四半期連結累計期間の我が国経済は、エコカー補助金などの政策効果や復興需要などによるゆ

るやかな回復基調が続く一方、欧州債務問題の再燃とともに再び円高となり、株価水準も下落するな

ど、一進一退の状況のなか推移してまいりました。 

（受注、売上および受注残の状況） 

このような事業環境のなか、当社グループの第２四半期連結累計期間の受注高は67億１千２百万円

（前年同期比29.2％増）となりました。売上高につきましては、期首受注残をほぼ計画どおり生産でき

たことなどから59億２千１百万円（前年同期比25.6％増）となり、受注残高は44億９千４百万円（前年

同期比21.7％増）となりました。 

（損益の状況） 

 損益面につきましては、生産がほぼ計画どおり進捗したことに加え、コスト管理の徹底や商品の高付

加価値化に努めた結果、営業利益は８億５千４百万円（前年同期比244.2％増）、経常利益は８億６千

４百万円（前年同期比242.9％増）、また四半期純利益は８億３千１百万円（前年同期比416.1％増）と

なりました。 

なお、当社グループでは、インド地域における当社製品の販売および特注試験装置の保守サービスの

提供等を目的として、同国ハリアナ州グルガオンにオノソッキインディア（Ono Sokki India Pvt.Ltd.

資本金３千万インドルピー、代表取締役 峯清士、平成24年９月１日営業開始予定）を設立し、開業準

備を進めております。 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。  

＜計測機器＞ 

「計測機器」におきましては、受注高が22億４千万円（前年同期比2.3％増）、売上高が21億７千９

百万円（前年同期比0.0％減）となりました。製品群別の概況では、回転・速度計測機器、寸法・変位

計測機器は、生産ライン向けの商品が緩やかな拡大基調である一方、トルク計測機器は、やや減速して

おります。音響・振動計測機器、自動車性能計測機器については、開発・実験向け解析装置等の価格帯

がやや高い商品の伸びがありました。また、前連結会計年度から投入した新製品の販売が拡大したこと

等により収益性が改善した結果、営業利益は１億６千万円（前年同期比8.2％増）となりました。 

＜特注試験装置及びサービス＞ 

「特注試験装置及びサービス」におきましては、自動車業界関連を中心とした開発投資に回復傾向が

見られ、受注高は44億６千５百万円（前年同期比51.0％増）となりました。売上高につきましては、期

首受注残をほぼ計画どおり生産できたことなどから、37億３千５百万円（前年同期比50.2％増）となり

ました。損益面につきましては、生産の進捗により損益分岐点を大きく越えたこと、全ての案件でコス

ト管理を徹底したこと、またソフトウエアを含む付加価値の高い案件の比率が大きかったこと等が貢献

し、営業利益は６億９千２百万円（前年同期比573.8％増）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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＜その他＞ 

「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務および当

社が所有する土地・建物の管理業務を行っております。 

当区分の外部顧客に対する売上高は６百万円、営業損失は１百万円となりました。前年同期には、同

区分に属する子会社として、労働者派遣業務を主たる業務とするユーテック（株）がありましたが、平

成23年６月に解散いたしました。その影響により、売上高は前年同期比で減少しましたが、営業損失は

圧縮されました。 

  

（参考）セグメント別の受注実績及び売上実績並びに営業利益実績 

 
(注) １  セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

 
(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

 
(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記金額は消費税等を含んでおりません。 

  

  受注実績 （単位：百万円）

セグメントの名称
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減（比率）

計測機器 2,190 2,240 49 2.3%

特注試験装置及びサービス 2,957 4,465 1,508 51.0%

その他 46 6 △40 △86.9%

合計 5,194 6,712 1,517 29.2%

  売上実績 （単位：百万円）

セグメントの名称
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減（比率）

計測機器 2,180 2,179 △0 △0.0%

特注試験装置及びサービス 2,486 3,735 1,249 50.2%

その他 46 6 △40 △86.9%

合計 4,712 5,921 1,208 25.6%

  営業利益実績（△損失） （単位：百万円）

セグメントの名称
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減（金額） 増減（比率）

計測機器 148 160 12 8.2%

特注試験装置及びサービス 102 692 589 573.8%

その他 △10 △1 8 -

（調整額） 7 3 △3 △55.2%

合計 248 854 606 244.2%
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当第２四半期連結会計期間の、総資産は187億１千３百万円となり、前連結会計年度と比べ３億５千

９百万円の増加となりました。主な内訳は、現金及び預金の増加、売掛金の減少、受取手形の増加、投

資有価証券の評価による増加によるものであります。負債は45億８千５百万円となり、前連結会計年度

と比べ３億３千４百万円の減少となりました。主な内訳は、買掛金の減少、社債の償還、長期借入金の

一部返済による減少であります。また、純資産は141億２千７百万円となり、前連結会計年度と比べ６

億９千４百万円の増加となりました。主な内訳は、四半期純利益の計上によるものであります。 

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

<営業活動によるキャッシュ・フロー> 

営業活動によるキャッシュ・フローは、18億６千５百万円の増加となりました。収入の主な内訳は、

税金等調整前四半期純利益８億５千１百万円、売上債権の減少額11億４千万円であり、支出の主な内訳

は、たな卸資産の増加額１億３千万円、仕入債務の減少額３億３千５百万円であります。 

<投資活動によるキャッシュ・フロー>  

投資活動によるキャッシュ・フローは、６千８百万円の支出となりました。主な内訳は、有形固定資

産の取得による支出６千５百万円であります。 

<財務活動によるキャッシュ・フロー> 

財務活動によるキャッシュ・フローは、５億９千９百万円の支出となりました。主な内訳は、社債の

償還２億円、長期借入金の一部返済１億６千６百万円、配当金の支払額１億３千８百万円、自己株式の

取得額９千３百万円であります。 

以上の結果、現金及び現金同等物は、前連結会計年度に比べ11億９千９百万円増加し、当第２四半期

連結会計期間には33億６千７百万円となりました。 

  

当第２四半期連結累計期間につきましては、４月以降にやや減速したものの、第１四半期の業績が好

調であったこと、また、コスト管理の徹底や商品の高付加価値化等により収益性が安定したこと等によ

り、営業利益、経常利益、四半期純利益のいずれも第１四半期決算発表時に公表した業績予想を上回る

こととなりました。 

通期予想につきましては、欧州債務問題や円高の影響など、依然として不透明な環境が続くと考えら

れるものの、第２四半期連結累計期間において利益の上積みがあったため、通期の損益につきましても

上方修正いたしました。修正後の数値につきましては、サマリー情報の連結業績予想に記載のとおりで

あります。 

また、第２四半期連結累計期間の損益が計画を上回ることとなったため、平成24年７月20日の当社取

締役会において、第２四半期末の配当５円を実施することを決議いたしました。期末配当予想の５円と

あわせ、年間配当を10円とする予定であります。 

なお、当社グループでは、インド地域における当社製品の販売および特注試験装置の保守サービスの

提供等を目的として、同国ハリアナ州グルガオンにオノソッキインディア（Ono Sokki India Pvt.Ltd.

資本金３千万ルピー、代表取締役 峯清士、平成24年９月１日営業開始予定）を設立し、開業準備を進

めております。同社の当期業績への影響は、軽微であります。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

(注)第２四半期連結会計期間より、新たに設立したオノソッキインディア（Ono Sokki India

Pvt.Ltd. 資本金３千万ルピー、代表取締役 峯清士、平成24年９月１日営業開始予定）を連結の範囲

に含めておりますが、特定子会社ではありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,168 3,367

受取手形及び売掛金 3,514 2,696

商品及び製品 376 422

仕掛品 915 985

原材料及び貯蔵品 388 403

繰延税金資産 174 186

その他 141 78

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 7,678 8,140

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,042 3,914

土地 5,069 5,069

その他（純額） 506 466

有形固定資産合計 9,618 9,450

無形固定資産 67 58

投資その他の資産   

投資有価証券 718 810

従業員に対する長期貸付金 2 2

繰延税金資産 49 33

その他 220 218

貸倒引当金 △0 －

投資その他の資産合計 989 1,064

固定資産合計 10,675 10,573

資産合計 18,353 18,713

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,564 1,231

1年内返済予定の長期借入金 333 333

1年内償還予定の社債 200 －

未払法人税等 39 28

賞与引当金 22 52

災害損失引当金 21 18

その他 506 894

流動負債合計 2,688 2,559
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

固定負債   

長期借入金 666 500

退職給付引当金 1,314 1,318

役員退職慰労引当金 157 148

環境対策引当金 15 15

その他 76 42

固定負債合計 2,231 2,025

負債合計 4,920 4,585

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,134 7,134

資本剰余金 2,293 2,293

利益剰余金 4,985 5,678

自己株式 △571 △664

株主資本合計 13,842 14,441

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △319 △226

為替換算調整勘定 △93 △96

その他の包括利益累計額合計 △412 △322

少数株主持分 3 9

純資産合計 13,433 14,127

負債純資産合計 18,353 18,713
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第２四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 4,712 5,921

売上原価 2,394 2,901

売上総利益 2,317 3,019

販売費及び一般管理費 2,069 2,165

営業利益 248 854

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 14 12

為替差益 0 3

賃貸収入 7 7

助成金収入 3 －

その他 5 11

営業外収益合計 31 35

営業外費用   

支払利息 8 6

社債利息 1 0

売上割引 10 12

支払手数料 5 6

その他 1 0

営業外費用合計 27 25

経常利益 252 864

特別損失   

退職給付制度終了損 － 12

固定資産除却損 0 0

災害による損失 29 －

投資有価証券評価損 27 0

特別損失合計 56 13

税金等調整前四半期純利益 196 851

法人税、住民税及び事業税 29 10

法人税等調整額 2 3

法人税等合計 32 14

少数株主損益調整前四半期純利益 164 837

少数株主利益 2 5

四半期純利益 161 831
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 164 837

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △86 92

為替換算調整勘定 △1 △2

その他の包括利益合計 △87 90

四半期包括利益 76 927

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 72 921

少数株主に係る四半期包括利益 3 5
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日
 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 196 851

減価償却費 265 245

賞与引当金の増減額（△は減少） △0 29

退職給付引当金の増減額（△は減少） 43 3

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6 △9

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

受取利息及び受取配当金 △14 △13

支払利息及び社債利息 9 6

固定資産除却損 0 0

売上債権の増減額（△は増加） 272 1,140

たな卸資産の増減額（△は増加） △174 △130

仕入債務の増減額（△は減少） △51 △335

未払消費税等の増減額（△は減少） △18 △19

その他 △92 54

小計 440 1,823

利息及び配当金の受取額 14 13

利息の支払額 △11 △7

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △83 36

営業活動によるキャッシュ・フロー 359 1,865

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △92 △65

無形固定資産の取得による支出 △0 △4

その他 △0 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △93 △68

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △166 △166

社債の償還による支出 △200 △200

自己株式の純増減額（△は増加） △85 △93

配当金の支払額 △0 △138

その他 △0 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △453 △599

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △189 1,199

現金及び現金同等物の期首残高 2,906 2,168

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,716 3,367
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 該当事項はありません。 
  

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務および当社が所

有する土地・建物の管理業務、労働者派遣業を行っております。 

２  セグメント利益の調整額７百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３  セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

４  「その他」の区分のうち、労働者派遣業を行っておりましたユーテック（株）につきましては、平成23年６

月30日開催の同社臨時株主総会にて解散の決議をいたしました。 
  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業務および当社が所

有する土地・建物の管理業務を行っております。 

２  セグメント利益の調整額３百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３  セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
  

第２四半期連結会計期間において、平成24年５月10日開催の取締役会決議に基づき、自己株式

300,000株を９千２百万円で取得いたしました。これにより、当第２四半期連結会計期間における自

己株式数および金額は1,379,770株、６億６千４百万円となりました。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１、４

合計
調整額 
(注)２

四半期連
結損益計 
算書計上 
額(注)３計測機器

特注試験
装置及び 
サービス

計

売上高

  外部顧客への売上高 2,180 2,486 4,666 46 4,712 ― 4,712

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― 98 98 △98 ―

計 2,180 2,486 4,666 145 4,811 △98 4,712

セグメント利益又は 
セグメント損失（△）

148 102 251 △10 240 7 248

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連
結損益計 
算書計上 
額(注)３計測機器

特注試験
装置及び 
サービス

計

売上高

  外部顧客への売上高 2,179 3,735 5,915 6 5,921 ― 5,921

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― 64 64 △64 ―

計 2,179 3,735 5,915 70 5,985 △64 5,921

セグメント利益又は 
セグメント損失（△）

160 692 852 △1 851 3 854

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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